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食品廃棄物からの耐水性生分解性素材の開発
－射出成型法を用いた直接成形法の開発－

研究の内容 食品産業や農業分野からの廃棄物を有効利用する技術として、生分解性素材化への
変換を検討し、疎水性蛋白を含むコーングルテンミールやオカラなどの植物繊維成分
を有する副産物を用いて射出成形法による生分解性素材製造法を開発した。

シート＆ペレット化

射出成形

グルテンミール

添加物：繊維（異種食品分野からの廃棄物）

ミネラル成分（育種用肥料成分）

素材化

金型内で成形された育苗ポット

生分解性素材の品質向上と低コスト化のための
グルテンミールの前処理（昭和産業）)

生分解性素材の品質向上、付加価値の付与、低コスト化の
ための材料のブレンド、ペレット化処理（食品総合研究所）
強度向上と低コスト化のためのオカラなどの廃棄物の添加
育苗ポットなどでは微量元素による栽培管理での付加価値

通常の高分子ポリマーとは異なる材料に適した
スクリューなどの装置改良（日本製鋼所）

得られた生分解性素材の評価と実用化の検討
（食品総合研究所）
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射出成形処理を用いた食品副産物を原料にした直接成型法による生分解性資材の製造フロー

繊維添加素材 （外観）

試験前 10％ 30％

1cm

繊維添加素材 （外観）
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試作育苗ポット
原料：コーングルテンミール
オカラ、グリセリン他

試作ポットの
栽培試験

土壌中（水分10%､30%)の分解性試験
試験開始 ３０日後の状況

今後の展開 開発した製造法の適用資材の検索とその用途の合わせた改善と低コスト化を進めます
この研究は、昭和産業、日本製鋼所との共同研究で実施されているものです。
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